
巻頭言

本巻には、特集テーマ「里山基盤科学技術の社会実装モデルプロジェクト 2024」に関する

3編の論文と、4編の一般研究論文が掲載されています。特集論文は、2014年に立ちあがっ

た「里山プロジェクト」の成果報告ですので、プロジェクトの活動内容と着実な進展をご理

解いただけるものと思います。一般研究論文は、本学の志願者数の予測に関する報告、家計

調査の食消費データを経営学視点から分析したケーススタディ、そして高知県の小中学校の

学校現場に関する研究報告となっております。

本巻の記事を通じて、本学の活動の一端を知っていただければ幸いに存じます。

さて、本学の紀要につきましては、諸般の事情により、本巻をもちまして終刊とさせてい

ただくこととなりました。

本紀要は、通常の研究論文集ではなく、本学の教育や地域貢献を含む大学全体の活動や存

在意義等を広く社会に発信する媒体として、2004年 3月に第 1巻が発刊されました。爾来、

21年余の歳月が流れ、この間に掲載された記事の総数は 452件に上ります。これらの記事

には、時代の変化に合わせて柔軟に進化し続けてきた本学の特色や強みが随所に込められて

いると自負しております。

発刊初期の頃は、本学設立の背景や趣旨や、教員評価制度や教育講師制度のような本学の

特徴的な取り組みの紹介等も掲載されました。その後、様々な特集テーマが組まれたり、委

員会からの依頼論文や海外研修の報告記等も掲載されたりするなど、紀要委員会の時宜を得

た工夫のお陰で、学外の方々に “本学の姿”を知ってもらえたと思っております。

今後は、国内外の学会発表の場や学術雑誌等を積極的に活用することで、引き続き、本学

の研究、教育、社会貢献活動を、より迅速かつ効果的に情報発信してまいります。

終わりに、紀要委員会委員、執筆者、編集作業ご担当の職員をはじめ、長年にわたりご支

援くださった関係の皆様に心より感謝申し上げます。

学長　蝶野成臣
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